
ブラジルマラソンスイミング選手団キャンプ記録
～2019年7月2日（火）から7月9日（火）まで～

新座市イメージキャラクター　「ゾウキリン」

【主催】ブラジルオリンピック委員会　【共催】新座市・立教学院・埼玉県



■キャンプ概要
□目的
　2019年7月13日(土)～7月19日(金)　に韓国（光州）開催の第18回世界水泳選
手権大会（マラソンスイミング）出場に向けて、選手のコンディション調整を行うため。

□期間
　2019年7月2日（火）～7月9日（火）

□参加人数
　選手6名、スタッフ（監督・コーチ他）11名、
　ブラジルオリンピック委員会2名



■ブラジル選手団と第三中学校水泳部の交流

□日時：7月4日（木）　　　　　　　　　　　　　　□場所：立教学院新座キャンパス　セントポールズ・アクアティックセンター
□出席者：ブラジル選手団13名（選手5名、スタッフ6名、ブラジルオリンピック委員会2名）
□内容：選手団自己紹介、プレゼント交換、記念写真など
※ほかには、新座市（オリンピック・パラリンピック推進室2名、国際交流員1名）が参加

①交流会の様子
②今回の世界水泳二冠のアナ選手からサインをもらう生徒達
③・④選手からサインをもらう生徒達
⑤選手とのプレゼント交換
⑥全員で記念写真

①

⑥

② ③ ④

⑤



■ブラジル選手団による学校訪問
□日時：7月5日（金）14:45～15:30　　　　　　　　　　　　　□場所：新座市立栄小学校　体育館
□出席者：ブラジル選手団16名（選手6名、スタッフ8名、ブラジルオリンピック委員会2名）
□内容：選手団自己紹介、遠泳の紹介、選手へインタビュー、プレゼント贈呈(千羽鶴とビーズ細工)、歌のプレゼント（パプリカ）、　
　　　　　　東京五輪音頭２０２０の披露、記念写真
※栄小学校参加者：校長、教頭はじめ教職員、児童約180名（3年生∼6年生）
※ほかには、新座市（オリンピック・パラリンピック推進室3名、国際交流員1名）、新座市イメージキャラクターゾウキリン、新座市社会福祉協議会、市民、報道機関が参加

①ブラジルの小旗で選手をお迎え
②選手へインタビューする児童
③児童の質問に答える選手団
④プレゼント贈呈
⑤東京五輪音頭２０２０を披
露する児童
⑥選手団から児童へプレゼント
⑦全員で記念写真⑥

② ③ ④

⑤ ⑦

①



■ブラジル代表コーチ・新座市国際交流員による講義

□日時：7月8日（月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□場所：立教大学新座キャンパス
□出席者：ブラジル選手団7名（スタッフ6名、ブラジルオリンピック委員会1名）
□内容：ブラジル代表コーチによるマラソンスイミングの競技特性について講義（立教大学コミュニティ福祉学部スポーツウエ
　　　　　　ルネス学科のゲスト授業）、ブラジル国際交流員のブラジル講座など

※新座市（オリンピック・パラリンピック推進室2名、国際交流員1名）が参加、アルテナチバ（日本在住ブラジル人・ブラジル在住日系人向け雑誌）の取材。

①松尾　哲矢教授の挨拶
②ブラジル代表コーチによる講義（国際交流員のグスタヴォさんが通訳を行った。）。
③講義に参加した方全員で記念写真

① ② ③



■市長がブラジル選手団を激励

□日時：7月9日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□場所：市内ホテル（選手団宿泊）
□出席者：ブラジル選手団19名（選手6名、スタッフ11名、ブラジルオリンピック委員会2名）
□内容：市長からブラジル選手団へ激励、記念写真、お見送り

※ほかには、新座市（市長、総合政策部長、オリンピック・パラリンピック推進室1名、国際交流員1名）、立教学院職員、学生ボランティアが参加

①新座市長（左から2人目）とブラジル代表コーチ（右）の歓談の様子
②全員で記念写真
③ブラジル選手団をお見送りする様子

① ② ③



2020年の事前トレーニングキャンプ７競技（2019年7月現在）
陸上、ボクシング、ウェイトリフティング、レスリング、テコンドー

水泳（マラソンスイミング（遠泳）・水球）、空手

参考

ブラジルマラソンスイミングチームの実績

第18回世界水泳選手権大会結果
（7/13～7/19　韓国・光州開催）

マラソンスイミング・女子5km・25km　アナ・マルセラ・クーニャ選手　ダブル金メダル獲得
マラソンスイミング・男女混合5km　４位入賞

マラソンスイミング・女子10km アナ・マルセラ・クーニャ選手　５位入賞（東京2020大会出場決定）

リオ2016大会　結果
マラソンスイミング・女子10km ポリアーナ・オキモト・スィントラ選手　銅メダル　


